
企画振興部、交通環境部における新業務のあらまし

　新しい地方運輸局では、４つの目標を掲げて地域密着型の交通政策、観光行政を展開していきます。そのため
に企画振興部と交通環境部を新たに設置し、以下のような業務を行っていきます。

地方ブロック公共交通・地域交通環境計画

・各ブロックにおける公共交通について地域や利用者等の視点で現状診断をします。
・バリアフリーや地球環境問題など運輸・交通分野が果たすべき２１世紀の課題への対応方針を示します。

公共交通の情報化、電子申公共交通の情報化、電子申
請の普及、災害時の初動体請の普及、災害時の初動体
制の整備等を進めます。制の整備等を進めます。

１　陸海空及び観光における「２１世紀型
　　交通政策の総合的展開」

２　地域と一体となった公共交通・観光　
　　行政の推進

３　地球環境問題や高齢化社会の到来
　　など２１世紀の課題への総合的対応

４　規制緩和に対応した安全性重視の　
　　事後チェック行政の確立

ハード・ソフト両面における
地域の交通バリアフリー化
を総合的に推進します。

地方自治体、運輸業界等へ
の働きかけ等により、低公
害車の普及を図ります。

低公害車の普及促進

交通バリアフリー化の
総合的展開

新しい地方運輸局に
おける４つの目標

電子化の推進　
防災体制の強化

＜２１世紀的課題への的確な対応＞

交　通　環　境　部

地域の創意工夫による個地域の創意工夫による個
性的な観光まちづくりを実性的な観光まちづくりを実
施支援プログラムの策定施支援プログラムの策定
等により支援します。等により支援します。

公共交通活性化
総合プログラム

観光まちづくり支援

地域振興等と一体的に地
域の公共交通の維持・充
実を実現する具体策づくり
を進めます。

＜地域振興への貢献＞

企　画　振　興　部



運輸支局の役割について

地方運輸局における公共交通の維持・充実や観光による地域振興などのための政策づく
りにあたっては、地域の皆さんのご意見やご要望を反映させていくことが不可欠であり、そ
の窓口となるのが都道府県毎に設置された運輸支局です。
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　　　　　　　　公共交通の活性化方策の企画・立案　　　　　　　　　
モード間の乗り継ぎ円滑化等による利便性向上方策の企画・立案
　　　　　　　　観光まちづくり実施支援プログラムの策定　　　　　　　
　　　　　　　　交通バリアフリーの推進方策の企画・立案　　等　　　

地方運輸局本局

運輸支局

地方自治体

交通事業者 観光関連事業者

住民 地元経済界

参加・意見具申

連
絡
・
指
示

報
告
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

各
主
体
に
よ
る
実
施

ニーズの把握　　　　　調整

観
光
ま
ち
づ
く
り　
　
　

実
施
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に　

基
づ
く
基
本
構
想


